
令和２年度 化学物質のリスク評価について
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１ 初期リスク評価（16物質）

経気道ばく露によるリスクは高い
（※印は経皮吸収あり）

⇒詳細リスク評価を実施
（※印は経皮ばく露の評価を含む）

経気道ばく露によるリスク
は低いが、経皮吸収あり
⇒経皮ばく露を評価
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２ 詳細リスク評価（３物質）

○2019年度化学物質のリスク評価検討会報告書を公表
○リスク評価結果に基づく労働者の健康障害防止対策の徹底を要請
（ともに令和２年３月12日）

アセトニトリル

経気道ばく露によるリスクは高く、

健康障害防止措置の検討を行う
べき。経皮吸収あり
⇒健康障害防止措置の検討

⇒経皮ばく露の評価を含めて
詳細リスク評価を確定

経気道ばく露について、作業工
程に共通してリスクが認められる
ものではないが、揮発性が高い
ことに注意が必要。経皮吸収あり
⇒経皮ばく露の評価を含めて
詳細リスク評価を確定


